
 

 

 

 

 

 

 

[高等部進学説明会開催」 

～日本の大学入試、新しい教科科目追加へ～ 

校長 森 勝義 

相変わらず、ｲﾝﾃﾞｲｱﾅﾎﾟﾘｽでは極寒の日が続いていますが、皆様お元気にお過ごしのこと

と思います。１８日の土曜日も子どもたちははじけていました。褐色脂肪の多い子どもた

ち、中には半袖で過ごしている子もいました。大人は白色脂肪が多いため、寒さには弱い

んです。幸いにも日本語学校は集中管理の空調なので校舎内は快適です。 

さて、１８日は「高等部進学説明会」が生徒、保護者対象に開かれました。 

私自身、教職のスタートが横浜の高校でした。１８年務めた後、自らの希望で中学校に移

動しました。高校の教員時代、進路指導は多岐にわたり、大変でした。 

日本ではご存じの通り、先週の１月１２・１３日と二日間にわたり、大学入学共通テス

トが行われました。その中で新しい科目「情報」が行われました。これまで行われていな

かった科目です。データ分析やプログラミングの能力が問われています。商業高校に通っ

ていた生徒が受験したかもしれません。確かに過去の問題がないため、受験生は大変不安

だったかもしれません。現在は７教科、２１科目のテストが展開されています。 

私の高校時代は浪人生がとても多くいました。今年度は共通テスト受験者の１３，１パ

ーセントが浪人生、ピーク時の３分の１に減少し、８人に一人の割合だそうです。 

また、入学試験の種類もいろいろあります。AO 入試、内部進学、内部推薦、特別推薦、

スポーツ推薦、指定校推薦など。一般入試も前期、後期、中期、共通テスト利用追加日程

等などあります。文部科学省の方針で各大学側は人員を確保するために厳格な姿勢をとら

なければならず、一般入試の内容も変わってきています。 

 我々教職員も常に新しい教育情報を取り入れ、自身で租借し、学習指導要領に沿った指

導を心掛けねばなりません。それぞれの教職員は大学で専攻してきた得意な分野がありま

すが、新しい指導分野が導入された教科書をしっかりと読み取り、子どもたちに教えよう

と日々、努力されています。年間４２回の授業、そのうち２回は入学式、卒業式。４０回

の授業で日本のカリキュラムを教えなければなりません。子どもたちは現地校に通いなが

ら、日本語学校のカリキュラムをこなしているんです。新入、転入時面接で私がお伝えし

ているフレーズ、「宿題はまず現地校の宿題をやってください。そのあと日本語学校の宿題

をやってください。」という真意、保護者の方々はご理解されていらっしゃるのだと思いま

す。辛いのはお子様です。 

月曜から金曜まで英語での現地校授業、泣きたいときもあるかもしれません。しかし、

家に帰ると「今日、学校楽しかったよ」と健気に言う。そんな子どもたちを温かく受け入

れるのが日本語学校なんです。お子様の担任なんです。安全パトロールにいらっしゃって

いる保護者の方が一番子どもたちの笑顔を知っています。守っていきましょう。全力で。 
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１月 18 日作品    土曜パラダイスで紹介 

小学６年１組 羽田 康生 「三学期 もうすぐ卒業 さみしいな いっしゅんだっ

たな 一年間」 

小学１年３組 大石 紗也  「いつも ゆき あしたもゆきで うれしいな」 

小学１年１組 池田 智哉  「おとうさん よなかにテレビ みないでね」 

職員     読み人知らず 「また来週 もう待ち遠しい 補習校」 

           ダジャレコーナー 

小学１年１組 岡本 匡史  「いかが いかった」 

小学１年１組 市原 弦   「とらが トラックにのる」 

小学１年１組 町 謙也   「バラがばらばら」 

小学１年１組 宮松 璃子  「ギターを ひきすぎたー」 

小学３年３組 近藤 彩希  「四天王 なにしてんのう」 

小学３年１組 遠山 聡甫  「のび太のせが のびた」 

学校便りへ掲載 

小学６年１組 羽田 康生  「書き初めよ 今年の抱負は 「成長」だ」 

小学６年１組 加藤 玲那  「もうすこしで 最も寒い 大寒だ」 

中学１年１組 熊澤 佐保  「まっ白な 道に差し込む お日様が 星の光を雪に

もやどす」 

小学６年１組 職員     「真剣に 新たな決意 決める顔」 

小学６年１組 羽田 康生  「学校とは 子ども達の 憩いの場 活気あふれて 

皆 笑顔」 

小学６年１組 古川 明伊那 「全集中 習字の呼吸 筆づかい」 

 

            

 


